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佐賀県の干ばつについで

長　田　英　二＊＊

　1．　ま　え　が　き

　近年，われわれの社会が高度化するにつれて，気象の

影響の受け’方がますます複雑多岐にわたってきた．災害

発生の様相が年とともに変化していることを含めて，農

業を主要産業とする佐賀県にとって，気象災害が最大の

関心事であることはいうまでもない。

　明治以来の資料によって，気象災害の発生回数を原因

別にみると，大雨によるものが4割近くを占めて第1位

を示し，干ばっによるものが次いで多いことが注目さ

れ，干ばっ常襲地として有名な北西部の上場地帯や，南

東部平野地の一角をなす白石平野をかかえて，佐賀県は

「干ばつ県」の呼び名が高い．

　しかし梅雨や台風による風水害にかくれて，今までに

寡雨による干害をとり扱った調査がない．そこで実態は

握と基礎調査の意味を含めて，大ざつばに調べたものを

報告する．

　2．　干ばつと干害

　語義はともかくとして，干ばっとは異常に降雨が少な

く干天が続くという異常気象現象であるとし，そのとき

には当然被害の発生を伴うから，干ばつは干害の原因に

なるような異常気象現象であるといい換えることもでき

る．しかし干害の原因としての干ばっを調べるために

は，干害を表わすための指数を設定しなければならな

い．今回の調査では，干害の中でもまず第一に考えられ

る農作物の被害とりあえず水稲の被害を対称にした．そ

して便宜上，県内を次の8地区に分けてみた（第1図）．

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

東松浦地区（東松浦郡，唐津市）

西松浦地区（西松浦郡，伊万里市）

藤津地区（藤津郡，鹿島市）

杵島地区（杵島郡，武雄市）

小城地区（小城郡，多久市）

佐賀地区（佐賀郡，佐賀市）

神埼地区（神埼郡）

三養基地区（三養基郡，鳥栖市）

　なお干ばつのていどの大小を表わすのに，気象現象の

異常性の強弱をもつてするか，それとも干害のていどの

大小をもってするかは調査の内容によつて決められるべ

きものであるが，いずれにしてもそれを量的に表わすこ

とは非常にむずかしい．たとえば降水量に関する統計で

示すことも大体はできるが，それだけで干ばっのていど

を適確に示しているとはいえず，また干害も実際には，

その原因，過程，被害状況などによっていろいろな形態

があるから，干ばっのていどを表わすための量的指数と

して必ずしも適当でない．

　3．　干ばつ年の選定

　1951年から1965年まで15年間の水稲の被害面積率（干

ばつによる被害面積の作付面績に対する百分率，以下被

面率と呼ぶ）を第1表に示した．

　表によって，県全体の被面率が5％以上の年を大きい

第1表　干ばつによる水稲の被害面積率（％）
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佐賀県の干ばつについて

順にあげれば，1964，1960，1951，1955，1958，lg61，

1956年となり，15年中7年ある．水稲の被面率の大きい

年を干ばつ年に選定するのは必ずしも適当でないかもし

れないが，上記の7年を目安としての干ばつ年としてお
く．
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第1図　水稲の被面率（被害の上位7年の平均）

　第2図は資料期間中最大の被面率を記録した1964年に

ついて，地区別の被面率と5～8月の4か月雨量の比率

との関係を示したもので，降水比率の減少とともに被面

率は増加すること，東西浦松地区と杵島地区の3地区が

他地区にくらべて被面率が大きいことがわかる，

　4．干ばつと雨量との関係－

　　4．1各月（5～8月）雨量の最少値

　各地区について，5～8月の各月雨量の最少値と，そ

の平年値に対する比率とを第2表に示した．表による

と，平均的には5月は平年値の15％，6月は28％，7月

は13％，8月は7％となり，地区によっては8月の月雨

量が7mm（3％）という寡雨の記録がある．梅雨期の

6月に比べて，盛夏期の最少値が極端に小さいことが注

目される．

第2表　月雨量の最少値とその比率（5～8月）

　第1図は干ばっ年とした7年について，被面率を平均

した値の分布を示したが，特性としては県，県西郡の東

西松浦地区と白石平野を中心とする杵島地区が干害を最

も受けやすいこと，そして他の地区はこの3地区の1／3

～1／4ていどの被面率となり，佐賀地区ではほとんど干

害を受けないことが注目される．すなわち，ダム，ため

池およびクリークのかんがい施設の整備状況など，地理

的人為的環境によって水稲の干害の発生状況は大いに左

右されることは明らかであろう．
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第3表　月降水比率（5～8月）
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　　4・2　干ばつ年の月別降水比率

　最も干害を受けやすい東西松浦地区と杵島地区につい

て，5～8月の月降水比率を第3表に示した．表によっ

て東松浦地区の干害と唐津の降水比率との関係をみる

と，被面率5％以上は15年中9年あり，その9年の平均

比率は93％，干害をほとんど受けなかった残りの6年の

平均比率は134％となる．西松浦地区と杵島地区につい

てもほぽ同様の値が得られる．そこで月別の降水比率と

の関係をみると，水稲の干害を受けるのは5～8月の4

か月のうち，月降水比率80％以下の月が2か月以上連続

する年であり，水稲の被面率10％以上の比較的大きい干

害を受けるのは，月降水比率60％以下の月が少なくとも

2か月はある年ということになる．

　4．5県内雨量分布

　第3図に，5～8月の4か月月雨量の1951～1965年の

15年平均値の分布を示した．盛夏期の雨量についてもほ

ぽ同様な傾向を示し，雨量の最多域は県北部の背振山系

の南斜面にあり，国見，多良山系に属する南部山岳地帯

にも多雨域がある．一方，佐賀平野と白石平野を含む県

南東部と，上場地帯を含む県北西部は寡雨域に当たり，

これらの地区で主として干害が多く発生する．しかし佐

賀平野は雨量は少ないほうではあるが，流入する河川の

10

上流に雨量が多いことと，北山ダム（1957年3月完成）

の効果で干害は軽減される．

　4・4　干ばつの危険度

　干害を最も受けやすい東西松浦地区と杵島地区の3地

区のうち，とくに東松浦地区について雨量と水稲の干害

との関係を求め（第4図）干ばっの危険度を示す目安に

した．

　いま水稲の被面率をP，雨量をズとして

　　　　、0＝砿b　　　（α，δは常数）

の関係があるから，最少自乗法によって次の式を得た．

　5～8月の4か月雨量について

　　　　P＝（9．674×1013）ズ｝4・4669

　7月16日～8月31日の盛夏期雨量について

　　　　Z）ニ（7．29×104）ズ1・8757

　図によると4地点（唐津，入野，相知，七山）の平均

雨量が，4か月雨量の場合は800mm（平年値1107mm）

以下になると，被面率が10％を越える干害を受けること

がわかる．しかし1958年と1952年はこの曲線上に乗ら

ず，前者は雨量がほぽ平年並みにかかわらず被害が大き

く（被面率13・2％），一方，後者は雨量が少ない（平年値

の約8割）年にもかかわらず被害はほとんどなかった．

これらの年の月雨量を第3表の唐津の降水比率によって

、天気”14．10．
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第4表　無降水継続日数のひん度（5～8月）
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第4図東松浦地区の水稲の被面率と平均雨量
　　　　（唐津．入野．相知．七山）との関係

みると，1958年の場合は比率が6月には61％，7月には

20％で6～7月の顕著な寡雨が原因して被害が大きくな

ったことがわかる．一方，1952年の場合は6月はほぽ平

年並みの雨量で，8月になって比率が58％と減少したこ

とすなわちかんがい用水を必要とする時期に適当な雨

が降ったために，被害がほとんどなくすんだともいえ

る．

　盛夏期雨量については，前記の4か月雨量との関係よ

りもばらつきがひどく，比較的相関が悪いが，目安とし

ては雨量が200mm（平年値323mm）以下になると，

被面率5％以上の害を受けることがわかる．

　西松浦地区と杵島地区についても同様にして危険度の

目安を求めると，4か月雨量が800～900mm以下になる

と，被面率10％を越える干害を受け，盛夏期雨量が200

炉250mm以下になると被面率5％以上の干害を受ける
　ド
ことがわかる．

　5．　干ばつと無降水継続日数との関係

　　5．1無降水継続日数のひん度

　1951～1965年までの15年間の5～8月の4か月につい

て，佐賀と唐津の無降水継続日数のひん度を第4表に示

した．ここで無降水日とは，降水がないか降水があって

も3．4mm以下の日とし，継続が2か月にまたがる場合

は前の月の無降水とした．

　表によって佐賀のひん度をみると，6～10日継続は年

平均3．5回，11～15日継続は年に1回のわりあい，16～

20日継続は3年に1回のわりあい，21～25日継続と26日

以上継続のひん度はいずれも15年に1回のわりあいにな

っている．なお期間中最大の無降水継続日数は29日であ

った．

　唐津についても佐賀とほぽ同様のひん度を示すが，21

～25日継続は4年に1回のわりあいになり，期間中最大

の無降水継続日数も，35日と佐賀のそれを上回ってい

る．

　　5．2　無降水継続日数からみた干ばつの危険度

　第5表によって唐津の無降水継続日数と干ばつの発生

との関係をみると，10日以上無降水が継続すれば73％の

率で干ばつが起こることになり，20日以上継続した例

は，7月に5回，6．8月に1回ずつ，計7回あったが，

7月の5回の中には干ばつにならずに済んだ2回（1952

年と1956年）が含まれている．この二例はいずれも，無

降水継続日数21日が1回あっただけで，あとは日数9日

以下ばかりという意味で特殊なケースであり，20日以上

無降水が継続する年はまず干ばつが起こるとみてさしつ

かえないといえる．

第5表　無降水継続日数からみた干ばつの危険度

無降水継続日数

　　　全　回　数
5月く干ばつ発生

　　　全　回　数
6月く干ばつ発生

　　　全　回　数
7月く干ばつ発生

　　　全　回　数
8月く干ばつ発生

　　全　回　数
計く干ばつ発生

10～　15～　 20～　 25目　20日　10日
14日　19日　24日　以上　以上　以上

6　　　0
4　　　0

4
4

4
2

0
0
0　　　0
0　　　0

0　　　1
0　　　1

　　　5
　　　3

0
0

6
4

6
6
12

8

6
4

19

13
4
4

30
22

1967年10月

　　5．5　無降水継続目数10日以上のときの地上天気図

　　　　のパターン

　佐賀で無降水日数が10日以上継続した30例にづいて，

その中間日の地上天気図をS型（6例），M型（15例）お

よびN型（6例）に分類し，それぞれの合成図を第5図

（1），（2）および（3）に示した．図（1）のS型は

11
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（1）

第5図

　　　　　　　　　（2）

10日以上継続する無降水日（中間日）の地上天気図

南高北低型で，平均のリツヂライソは26～28。N線に沿

い，北方低気圧の中には40。N以南のものもある．図

（2）のN型は亜熱帯高気圧の軸が九州付近を通るパタ

ーソで，南方の熱低あるいは台風の数が北方低気圧とほ

ぽ同数である．図（3）のN型はリツヂライソが北上し

て，北海道から黄海付近を結ぶ線に達するパターソで，

低気圧あるいは台風が主として華中，本州南方および本

州東方海上に位置する．

　いずれの型も九州付近が亜熱帯高気圧におわれる型に

は違いないが，低気圧あるいは台風の位置によっては，

見かけのパターソがかなりくずれることがある．これら

3つの型の他に大陸からの移動陸高気圧が本州付近で停

滞する型，梅雨の中体みの型などもある．

　6．　盛夏期の降雨について

　　6．1　降雨率

　7月16日～8月31日の盛夏期に佐賀で期待できる降雨

（3）

第6表盛夏期の降雨日数（日）

率を第6表に示したが，4mm以上の降雨は4．1日に1

日のわりあい，20mm以上の降雨は8．5日に1日，50mm

以上の降雨日は31日で22．7日に1日のわりあいとなる．

　原因別にみると，4mm以上の降雨日のうち前線によ

るものがその半数以上を占め，残りの半数以上が台風に

よる降雨，あと低気圧と雷による降雨がほぽ同数となっ

ている．20mm以上の降雨日については，前線によるも

のが3／5，台風によるものが1／5，低気圧と雷によるも

のが1／5となり，前線による降雨の大部分は寒冷前線と

停滞前線によるものである．50m血以上の降雨について

も20mm以上の降雨とほぽ同様の傾向を示す．

　　6．2　降雨日のじよう乱の位置

〉4mm　〉20mm　〉50mm

寒　冷　前

停　滞　前

温　暖　前

低　　気

線

線

線

圧

台風（西方北上）

台風（九州通過）

台風（東方通過）

　　　雷
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14

渉
17

1藁
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藩
5

11／8

5
1／6

2

　計
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173
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　31

1／22．7

ケ
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第6図（1）　降雨日の寒冷前線の位置
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第6図（2）　降雨日の停滞前線の位置
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開始時における低気圧の位置の領域A，Bと，それからほ

ぽ東北東方へ，AからAへ，BからBへ到達する24時間

の移動を示したもので，9例（64％）が20mm以上，

5例（36％）が50mm以上の降雨であった．第8図には

4mm以上の降雨をもたらした台風の経路と位置を示し

たが，（1）の西方北上の場合には23例中5例が20mm

以上，（2）の九州通過の場合には15例中7例が20mm

以上，（3）の東方通過の場合には12例中4例が20mm

ヂ
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第6図（3）　降雨日の温暖前線の位置

十

　第6図～第8図は，佐賀の降雨の原因となるじよう乱

の位置を示したもので，第6図（1）は寒冷前線，（2）

は停滞前線，（3）は温暖前線，第7図は低気圧，第8図

（1）～（3）は台風の位置である．

　第6図の前線の位置の領域のうち，50mm以上の降雨

日のものをハッチで示したが，この域内で，寒冷前線は

32％，停滞前線は21％の降雨率となる．第7図は低気圧

によって4mm以上の降雨があった14例について，降雨

4幅ンメ1【（14イ初

2D”以ヱ（9イ5り

抽糊以云（5例）

第7図　降雨日の低気圧の位置と移動
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第8図（1） 降雨日の台風（西方北上）の位置

と経路（円内数字は目雨量）
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第8図（2） 降雨目の台風（九州通過）の位置

と経路（円内数字は日雨量）

十

愈
十

僚鱈

％

・5

　　ヤ

磁

＠②

Zl錫

σう4噛いそメ仁（’鯛

　ZD蝋郷（岬り
⑧畑賜1と（綱

以上の降雨日であった．

　7．　む　　す　　び

　今回とり扱った干害資料も気象資料も決して十分とは

云えないが，基礎調査の役割は果していると思う．この

種の防災上のテーマについて今後とも調査を続行しなけ

ればならないが，現象やそれぞれの災害を定義するこ

第8図（3） 降雨日の台風（東方通過）の位置

と経路（円内数字は日雨量）

と，災害の起こり方の経年変化を明らかにすること，現

象を予想すること，などの重要な問題点が残されており

，今後そのような方向にまで発展させたい．
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